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   思い出を ありがとう
桜丘中学校  梅香中学校閉校

閉校にあたって
25年度前期生徒会長　樋岡　亨汰

　桜丘中学校ができて54年。その長い
伝統の中の最後の３年を「桜丘」で過ご
してきた。
　東日本大震災で、川根小での入学式
となったが、あのとき先輩方が見せてく
れた桜丘中生としての姿は今でも覚えて
いる。梅香中、仮設校舎、新校舎での
生活。様々な人に支えられてきた。母校
がなくなるのは残念でもあり寂しくもあ
る。ただ桜丘の姿は、青葉中となっても
忘れられず生き続けていってほしい。青
葉中がよりよい学校になることを望んで。

いつかどこかで、出会える日まで
桜丘中学校長　佐藤　和彦

　54年の歴史を刻み、桜丘中は終止
符を打つことになるが、それはジ・エ
ンドではなく、新たなスタートラインで
もある。
　新生青葉中でも、子どもは「夢追い
人」。そして、大人は子どもたちの夢が
叶うよう導く「夢先案内人」であり続
けたいと願っている。
　また、私は中学校という青春の思い
出の地に出会った子どもたちが、いつ
の日か母校に集い語り合うことを願う
一人である。

平成２６年３月、茨城町の二つの中学 校がその歴史に幕を下ろしました。
両中学校は３月１２日に最後の卒業生 を送り出し、梅香中学校は３月１６日に、
桜丘中学校は２３日にそれぞれ閉校 式が挙行されました。
両中学校の在校生は、統合中学校「青 葉中学校」の生徒として、４月に新たな
スタートをきることとなります。
ここでは、両中学校の生徒代表と校 長先生のコメントを掲載するとともに、沿
革、校歌を掲載いたします。

　桜　丘　中　学　校　沿　革
昭和35年９月

昭和36年  １月
　　　 　　７月
　　　　 　９月
昭和47年
昭和51年
昭和59年

昭和61年
平成３年

平成19年

平成22年
平成23年   ３月

　　　　　 ７月
平成26年   １月
　　　　 　２月

平成26年
         ３月23日
平成26年
         ３月31日

川根小学校区と小幡小学校区が統合し茨
城町立桜丘中学校となり川根教場と上野合
教場に分かれて開校
茨城町奥谷 862に校地を選定
校歌・校章・制服制定
新校舎へ移転
全国読書感想文優秀校を受賞
第１回茨城県選抜中学校野球大会優勝
小さな親切運動友の会が建設大臣より表彰
県総合体育大会県大会野球の部第３位
桜丘館完成
創立３０周年記念式典挙行
小さな親切運動友の会が県教育長より褒状受賞
プール竣工
全国中学生ものづくり教育フェア「木工の
技チャンピオン」文部科学大臣賞
創立５０周年記念式典挙行
校舎が東日本大震災により被災、梅香中学
校での学校生活開始
桜丘中学校仮設校舎での学校生活開始
新校舎での学校生活開始
幡谷教育振興財団賞理科教育優秀校に選
出される
茨城町立桜丘中学校閉校式典挙行

茨城町立桜丘中学校閉校

　梅　香　中　学　校　沿　革
昭和35年   9月

昭和36年
　　　２月22日
昭和37年   ３月
　　　 　　９月
昭和38年
昭和44年
昭和55年
昭和59年
平成２年
平成６年
平成６年
平成８年
平成９年
平成10年
平成16年
平成18年
平成22年～24年度

平成23年
平成25年
平成25年
平成25年
平成26年
         ３月16日
平成26年
　　　３月31日

沼前中と上野合中が統合，茨城町立梅香中学校
となり，沼前教場と上野合教場に分かれて開校
茨城町駒場700に校地を選定
２月22日を創立記念日とする
校章制定
校歌制定
屋内体育館（旧体育館）完成
（旧）プール完成
創立２０周年記念式典挙行
柔剣道場完成
小さな親切運動全国大会で優秀賞受賞
屋内体育館（新体育館）完成
体育館通路スカイウェイ完成
関東中学剣道大会団体優勝
（新）プール完成
全国中学剣道大会団体準優勝
全国中学校ロボットコンテスト優秀賞受賞
新校舎完成
文科省教育課程特例校指定研究（キャリ
ア教育）
震災により桜丘中と合同生活
茨城県教育広報NIEコンクール学校賞受賞
県総体剣道団体３位，関東・全国大会出場
武道場を『梅香館』と命名する
茨城町立梅香中学校閉校式典挙行

茨城町立梅香中学校閉校

梅香中学校閉校にあたって
梅香中学校三年　永瀬　まい

　五十四年間、たくさんの方々から愛され
てきた梅香中学校が、長い歴史の幕を下
ろすことになりました。梅香中学校で何千
人もの方々が出逢い、学び、成長してきた
ことと思います。こんなに素晴らしい梅香
中学校が閉校してしまうのは、とても残念
ですが、最後の卒業生として卒業できた
ことを誇りに思います。たくさんの思い出
をつくってくれた梅香中学校にとても感謝
しています。青葉中学校が笑顔あふれる
学校となることを、心よりお祈り申し上げ
ます。

五十四年間の思い
梅香中学校長　廣戸　隆

　閉校のための諸準備に追われている中で、
梅香中設立の資料が目に止まった。そこには、
「昭和三十四年に中学校の規模適正化と町の
基幹となる有為な人材の育成を目指して、梅基幹となる有為な人材の育成を目指して、梅
香中学校に統合するとあった。あれから
五十四年間。八千人以上の卒業生を輩出し、
そのおひとりおひとりが、有為な人材として、
各方面でご活躍されていることは、閉校のた
めの物心両面でのご支援で実感した。
　母校に対する五十四年間の思いに直面し、
改めて梅香中学校に有終の美を飾らせる責
任を痛感した。「栄え行く　我れ等が　梅香
中学校」




